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露地におiブる温州ミカンのポット栽培とマルチの影響  
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温州ミカンの栽培では果実の高品質化に重点  

が置かれている。根城制限，降雨遮断，排水促  

進などによる適度の水ストレスの付与は果実糖  

度の向」ニ 蓉色促進，浮き皮発現の抑止などの  

効果の反面，減酸遅延，果実肥大の抑制などの  

効果がある。谷口（1994）は，根城制限栽培で  

の高糖果実生産には8月から9月に潜葉がしお  

れる程度の（p王r3．5程度）が必要だと報告して  

いる。一方，川野（1988）は土壌水分管理のみ  

に頼ると品質管理が園難で上層の細根の枯死や  

樹勢の衰弱を指摘している。   

三愛大学生物資源学部附属農場果樹園は，第  

3期層の奄芸眉群の泥岩と砂岩を・母署の上に立  

地し，粘土質土壌で排水不良な条件である。ま  

た，本農場の温州ミカン果実は酸味が強い傾向   
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5月から11月まで過3回行った。幹周は地面か  

ら高さ2cmの所を測定した。葉緑素の測定は葉  

緑素計SPAD－501（ミノルタ社）を用いて，脊  

索について行った。土壌水分は地表下15cmの所  

をテンシオメーター（竹村電機製作所，pFl．5  

～2．9用）で測定した。巣径の測定は，8月9日  

から11月1日まで過1回行った。11月13日に果  

実を収穫し，巣径，盤螢を測定した後，果実を  

半分に切り，ガーゼを使って果汁を搾り，屈折  

糖度計（ATC－1）にて果汁の糖度は測定してか  

らろ紙（馳5B，東洋ろ紙）でろ過した。ろ液  

は血200Cで保管し，適宜，解凍してミリポア社  

の遠心ろ過チューブ（ウルトラフリーC3HV，  

孔径0．45〟m）を適した後，糖，無機イオン，  

有機酸分析を行った。  

〔実験2〕  

1996年4月1E‡に3年生の「上野早生」（台木：  

カラタチ）20本を実験1と同じポットに定植し，  

東西2列に配置した。この申から，果実の結果  

状況が良好な8ポットを選んで実験に供試した。  

10月2日にその中の4ポットに雨水が入らない  

ようにポットの上部をタイペックで覆うと同時  

に自動潅水装置をはずした。残りの4ポットは  

対照区として用いた。   

土壌水分は，10月2日から5日間隔で10月27  

日まで6宮測定した。測定は実験1に準じて行っ  

た。11月1日に果実を収穫し，巣径，慶螢を測  

定した後，実験1と同様に果汁の糖，有機酸，  

鯉汲成分の分析を行った。  

＜糖分析＞   

糖の分析は，高速液体クロマトグラフィー法  

で行った。装置及び分析条件は以下のようであっ  

た。   

高速液体クロマトグラフ装認：システムコン  

トローラー802－SC，送液ユニットPU－980，オン  

ライン脱気装置DG－9800050，カラムオープン  

860－CO，オートサンプラー85トÅS，示差屈折計  

830－RLクロマトパック807一汀（以上．日本分  

光株式会社）   

分析条件：本カラムにはFinepak SiL N王－Ⅰ2   

にあり，糖度の高い果実の生産は難しい状況で  

あった。ポットによる根城制限は土壌水分を制  

御するのに適しており，人為的な樹林の水スト  

レス誘導が容易である。そこで，露地で温州ミ  

カンのポット栽培を行い，本腰域のような排水  

不良な果樹園でも高品質果実生産ができる新し  

い栽培法を開発することを目的として研究を行っ  

た。   

本報告では附属農場果樹園でのポット栽培並  

びに生育期間中透水性シートをマルチした場合  

と雨水を入れない為に不透水性シートをマルチ  

して収穫前に水切りをした場合の生督及び果実  

の品質に及ぼす影響について述べる。  

材料及び方法   

三盛大学生物資源学部附属農場果樹園にて，  

ポット栽培及びポットに透水資材をマルチをし  

た栽培における温州ミカンの生育等を調査する  

実験1とポット栽培に不透水資材のマルチを併  

用した場合の水切りの影響を調査する実験2を  

実施した。  

〔実験1〕   

露地区，ポット区，マルチ区の3区を設け，  

各区に11本の「宮川早生」2年生（台木：カラ  

タチ）を1995年3月28日に定植した。ポット区  

とマルチ区は立とバーク堆肥を2：1の割合で  

混ぜた後，内容慶70ゼのサイド無孔ポット（不  

燃春寒レアクスターB520BK）に詰めた。露地  

区は1ポットと同魔のバーク堆肥を各々の定植  

穴に混ぜ込んだ。マルチ区は長繊維不織布（ラ  

ブシート，ユニチカ社製）を春先にポット上部  

にマルチした。ラブシートは透水性の白色の不  

織布で，土壌からの兼敏水分も通す。肥料は元  

肥に菜種粕300gと溶燐30gを，追肥として尿素  

10gを施し，潅水は適宜行った。なお，定植1  

年目（1995年）は果実総てを取り除いて，どの  

区も鰊果実として，定植2年目（：L996年）に生  

督と果実の品質調査を実灘した。   

生育調魔として，薯基数と幹周の測定を1996  

年6月から半月毎に10月まで，菓緑紫の測定を  

7月から半月矧こ10月まで，土壌水分の測定を  
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（王．D．4．6Ⅹ250m恥 日本分光株式会社），ガード  

カラムにはFinepak SiL NH2－P（王．D．4．6Ⅹ50  

m恥 日本分光株式会社）を用い，移動相はアセ  

トニトリル：水ニ75：25で，流速は1mg／min，  

カラム温度は400cであった。試料の注入選ば果  

汁原液20〟ゼとした。  

＜有機酸分析＞   

有機願の分析は高速液体クロマトグラフィー  

法で行った。装置と分析条件は以下のようであっ  

た。   

高速液体クロマトグラフ装置：システムコン  

トローラーSCし10A，送液ユニットLC－10Åi，  

オンライン脱気装置DGU－4A，カラムオープン  

CTO－10A，オートインジュクターSIL－10Ai，紫  

外可視分光光度計検出器SPD－10AVi，クロマト  

パックC－R7A plus（以上 島棒製作所）   

分析条件：本カラムはShim－♭ack CLC－ODS  

（M）（王．D．4嘉6×150肌，島津製作所），ガード  

カラムはShim－paCk G－0Ⅰ）S（4）（LD．4．0 ×10  

m，島津製作所）を用い，移動相は10mMリン  

鞍バッファー（pH2．3）で，流速は1mゼ／min，  

カラム温度は40℃であった。試料の注入凝は，  

果汁原液の10倍液20〃gであった。  

＜無機イオン分析＞   

無機イオン分析はイオンクロマトグラフィー  

弦で行った。装置と分析条件は以下のようであっ  

た。   

イオンクロマトグラフ装置：システムコント  

ローラーSCL－10A，送液ユニットLC｝10Ai，オ  

ンライン脱気装置DGU－4A，カラムオープンCで  

0－10A，オートインジェクターSiL－10Ai，電気  

伝導度検出器C‡〕D－6A，クロマトパックC－R7A  

plus（以上，島津製作所）   

分析条件：本カラムはShim”paCkIC－C3  

（Ⅰ．D．4．6×100m恥 島津製作所），ガードカラ  

ムはShim－paCkIC－GC3（Ⅰ．D．4．6 ×10m恥 島  

津製作所）を用い，移動相ほ2．5mMシュウ駿二  

水和物で，流速は1mg／min，カラム温度は40  

0cであった。試料の注入螢は，巣汁原液の10倍  

液20〟ゼであった。  

結  果  

〔実験1〕   

生長期における土壌水分の変化を月で示した  

のが第1図である。測定開始の5月はp王㌻1．3で  

露地区，ポット区，マルチ区ともに同じであっ  

た。6月は，pI一億が低くなったが7月にかけて  

急激に高くなり，8月を過ぎてから徐々に減少  

していった。ポット区とマルチ区は6月以降は，  

露地区に比べ相対的に高く推移した。  
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節1図 実験1における生育期間中の土壌水分の変化  

温州ミカンの生暫については，幹周，潜薬数，  

葉緑素を調姦した。幹周は今春（1996年）の生  

育開始時点ですでにポット区，マルチ区の方が  

大きく，今シーズンの実験期間中も幹周の生育  

は，ポット区とマルチ区が露地区に比べ良好で  

あった（第2図）。幹周の増大は，露地区では9  

月下旬まで見られたが，ポット区とマルチ区は  

10月上旬まで続いた。着葉数は，ポット区とマ  

ルチ区で6月下旬から7月上旬にかけた急激に  

増加した（第3図）。その後は，9月下旬までほ  

とんど増加しなかったが，9月下旬から再び増  

加がみられた。一方，露地区はポット区，マル  

チ区ほどの増加は見られなかったが期間中少し  

づつ増加した。索緑東低は7月下旬から10月下  

旬にかけて脊索について調査したところ，3区  

とも7月下旬から8月下旬にかけて葦緑東低は  

減少したが，9月下旬にかけて上昇し，10月下  

旬には減少した（第4図）。測定期間中の葉緑素   
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一番高く9．63で，ポット区そして露地区と続い  

た。第6図は収穫した果実の各区の果汁申の各  

種糖，有機酸，無機イオンの分析結果である。  

果汁の各種粒食意を見ると，シュクロースはマ  

ルチ区，ポット区，露地区の順であったが，グ  

ルコースとフラクトースはポット区，マルチ区，  

露地区の順であった。果汁の有機酸倉敷は，シュ  

ウ酸とリンゴ酸は，各区の間でそれほど差は見  

られなかったが，クエン駿は，マルチ区がポッ  

ト区と露地区に比べ，高い含螢を示した。果汁  

申の無機イオンについては，ナトリウム，アン  

モエア，カリウム，マグネシウム，カルシウム  

を測定したが，各区の問に差は見られなかった。  

はマルチ区，ポット区，露地区の順で高かった。   

果実の収穫は11月13日に行われ，この時点で  

露地区の果実はまだ背く，果実表面にかなりの  

緑色が残っていた（第5区l）。一方，ポット区，  

マルチ区ともにオレンジ色に果実は着色してお  

り，露地区に比較して早期に着色が見られ，果  

実の概観は良好であった。第1衷は，収穫した  

果実の大きさ，塵盛，糖度を示している。果実  

の大貴さば，露地区，ポット区，マルチ区の順  

で大さく，登盤も同様な傾向であった。果実の  

形では，鍔地区はポット区とマルチ区に比べて  

腰高であった。ポット区とマルチ区ほ果実の偏  

平は同じとなった。果実の糖度ほ，マルチ区が  
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第4図 温州ミカン「宮川早生」における黄緑紫の  

季節的変動  
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欝3図 温州ミカン「宮川早生」における着菓数の  

季節的変動  

第5図 温州ミカン「宮川早生」の収穫時における  
各区の果実の概観  
（左：露地区 中央：ポット区 右：マルチ区）   
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箪1表 温州ミカン「宮川早生」の収穫時における  

各区の果実の械径，縦径，横径／縦径，  
糖度，登魔  

露地区  ポット区  マルチ区  

構径（Ⅷ） 7．03±0．31諾 6．89士0．柑 6．41±0．09  

頼経（馳） 5．79±0．18 5．19士0．08 4．81士0．06  

横径／粒径1．2は0．011．33土0．021．33±0．02  

爵盛（g）145：と16 128±5  102：と3  

糖度  8．93士0．1g g．31±0．119．63士0．16  
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Z：±S．E．   

〔実験2〕   

マルチ後の水切りにより，処理区の土壌pFは  

10月27日には2．3までになった（欝2衷）。し  

かし，収穫まで樹には水不足による事れははと  

んど見られなかった。11月1日に果実の収穫を  

行った時点で，果実はすでに対照区，処理区と  

もに着色していた。果実の大きさ，盤塵にも差  

異は現れなかった（第3蓑）。糖度は処理区で高  

くなったが，有為な差ではなかった。果汁申の  

各種糖，有機酸も処理による差は見られなかっ  

た（第7図）。果汁の無機イオンも処理による差  

は見られなかった。アンモニウムとカリウムが，  

両区とも他の要素に比べて多く含まれていた。  

第2襲 来験2における水切り処理後の土壌p】デの  

変化  
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第3袈 温州ミカン「上野早生」の収穫時における  

各区の果実の械径，縦隠 避盤．糖度  

Na NH4   K  Mg Ca  

対 照 tぺ   処 理lヾ二  

構 径（00）  

縦 祥（cm）  

翔．隋（g）  

粧 虻  

6．61±0．14Z  6．50±0．15  

4．91±0．12  4．78：と0．12  

＝0±6  110：ヒ7  

9．10±0．14  9．35±0，17   欝6図 実験1における温州ミカン「宮川早生」の  

果汁申に含まれる各種糖，有機駿．  
無機イオンの敷皮  Z：±S．とミ．  
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考  察   

ポット区とマルチ区の間には幹周と発数にお  

いて差は見られなかったが，露地区は劣ってい  

た。小沢ら（1992）は根城制限栽培では根城土  

壌容積が小さいほど定植初年目の生長が小さい  

という結果を報告している。この様に地下部の  

生育が抑えられると地上部の生育も抑えられる  

が，今回の実験ではその様な傾向はなかった。  

土壌水分は露地区で多いことから，露地区の生  

帝が相対的に劣っていたのは閻場の排水不良か  

肥料の効きが憩いために起こったものと考えら  

れる。索緑紫はマルチ区が一番高くなったが，  

これはマルチシートが白色であったことから光  

の反射が影響したと推察される。   

シュートの生督はポット区とマルチ区の方が良  

好であったが，果実の発袴は露地区で良かった。  

また，果実の横径／縦様及び潜色はポット区と  

マルチ区が同じであったが，露地区は腰高となり  

異形は悪く，懇色も遅れていた。マルチ区とポッ  

ト区の間ではポット区の果実がより小さく，果汁  

の糖度は高く，果実はマルチの影響がでたようで  

ある。果汁のシふクロース，グルコース，フラク  

トースの各種糖は，シュクロースではマルチ区が  

一番高く，グルコースとフラクトースはポット区  

が高くなった。向井ら（1995）は水ストレス処  

理により還元糖（グルコース，フラクトース）の  

増加を報告している。有械駿では，マルチ区のク  

エン駿が高くなった。谷口（1993）は根城制限  

栽培では水ストレス付与回数が多いほどクエン牧  

舎魔の減駿スピ…ドが遅れると報告しており，マ  

ルチ区に使用したマルチ教材ラブシートは浸透性  

であるが，多選の雨が降った場合は浸透水以外  

はポット外に流れ出てしまうので，ポットに比べ  

マルチ区は若干早く乾燥したと考えられる。本実  

験の土壌水分の測定結果は水ストレスを与える  

ような値でもなく，ポット区とマルチ区の問でも  

差が見られなかったが，実際には樹林は一時的な  

水ストレスを受けていたのかもしれない。ポット  

栽培にマルチを取り入れるには水ストレス以外に  

も光の影響やマルチ資材の検討は必要である。  

果汁中の煉械イオンは処理問に大きな差はなく，   
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水ストレスやマルチにはとんど影響されなかった。   

タイペックによるマルチ栽培は，高品質果実生  

産のためにすでにミカン園に導入されているが  

（松札1997），収穫1ケ月前からのタイペック  

を使用した不適水性マルチによる雨水の流入を  

抑える水切りは，果実の大きさ，糖度，有椴駿  

等に有為に影響しなかった。土壌pFは10月22日  

の時点ではまだ圃場容水盤の1．8で，収穫前の10  

月27日に2．3に到達した。これは，気温の低下と  

降雨等による季節的な要因により，ポット内の  

土壌水分がそれほど減少しなかったためと考えら  

れる。水分ストレスの効果的な時期として，7，  

8月と10月があげられているが（小川ら，1991），  

10月に水ストレスを与える場合は季節的な降雨  

を考慮に入れ早い段階からの準備が必要であり．  

強い水ストレスは与える場合は7，8月の方が適  

している。  

摘  要   

三愛大学生物資源学部附属農場果樹園でのポッ  

ト栽培とそれに生育期間中透水性シートをマル  

チした場合の生督及び果実への影響と，雨水を  

入れない為に不適水性のシートをマルチして収  

穫前に約1ケ月間水切りした場合の果実の品質  

に及ぼす影響を実験した。   

露地区，ポット区，マルチ（ポット十マルチ）  

区の3区の生育を比較したところ蕾 露地区は他  

の2区より幹周や葉数が少なく，生育は劣って  

いた。果実の大きさ，蚤愈は，露地区，ポット  

区，マルチ区の順で大であった。また，露地区  

の果実は色づきが遅れ，腰高となった。果実の  

糖度は，マルチ区，ポット区，露地区の順で高  

かったが，各種糖で見るとシュクローズはマル  

チ区が，還元糖のグルコースとプラクトースは  

ポット区が…番高かった。 有扱散では，マルチ  

区のクエン酸が他の区に比べ高かったが，リン  

ゴ酸やシュウ酸には大きな差は見られなかった。  

果汁申の無機イオンも3区の間に差は見られな  

かった。   

収穫1ケ月前にポットの」二部をマルチして水  

切り処理をした区と対照区を比較したところ，  

果実の大きさ，糖度，有機酸，無機イオン等に  

差は見られなかった。これは，水切りしたにも  

かかわらずポット内の土壌の乾燥が1ケ月で強  

い水ストレスを生じる桂皮まで到達しなかった  

と考えられる。  
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